
	

	

女性の活躍について（平成２７年１２月一般質問）  

 

	 最初に、女性の活躍の観点から、2点について、質問させていただきます。 

私は、「女性の活躍」という言葉を聞くたびに、「女性の活躍って何なのだろう」と考え

ていました。 
私の思いの一端を申し上げさせていただきますと、女性が、社会で仕事を持ち、生き生きと、

また颯爽と働くことが活躍の象徴となっていますが、同時に、次の世代を担う赤ちゃんを産

むことも女性にしかできない大切な役割であり、女性の活躍と言えるのではないでしょうか。 

今のままの状況が続き、少子化が進めば、85年後の 2100年、つまり、今年生まれた赤
ちゃんが現在の平均寿命である 85歳を迎えた時、日本の人口は 5000万人にまで減少
すると言われています。 
	 産業、経済、国防、社会保障など全ての面において日本の国が成り立たない、まさに国難で

あろうと思います。 

この国難である少子化のカギを握るのは女性だと思いますが、まずは、今以上に女性の皆

さんが出産を望み、子育てに喜びを感じられるようにしていかなければなりません。 

しかしながら、いくら望んでも妊娠できない場合もありますので、不妊治療に対する支援の

充実については、より積極的に進めて欲しいと願っているところです。 

そんな中、最近、若い人たちから、とても寂しい言葉を聞くことがあります。それは、「結

婚したら何のメリットがあるの？」「赤ちゃんは何のために産むの？」と以前は考えもしなか

ったものです。 
	 「結婚や出産は個人の自由である」という意見があることも存じ上げていますし、理解もで

きます。しかしながら、誰もがこうした意見を強く持つことになれば、先ほどのような発言が

増え、結果として、結婚や出産を望まない方が増えていくことにもつながりかねません。こう

したことから、私は今こそ、結婚、出産、子育ての重要性について、社会全体で考えてい

くことが必要だというふうに、改めて感じております。 

 


